
い
な
み
ま
ち
プ
ロ 

審
議
報
告

　「
庁
舎
統
合
後
の
井
波
庁
舎
は
ど
う
な
る
の
か
」
の
結

論
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
。
庁
舎
自
体
は
残
り
、
一
角

に
「
井
波
市
民
セ
ン
タ
ー
」
を
置
き
、
従
来
の
窓
口
業

務
を
五
名
ほ
ど
で
行
う
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　「
井
波
の
今
後
を
ど
う
す
る
か
」
に
つ
い
て
「
ま
ち
づ

く
り
検
討
会
議
」
が
審
議
し
、
平
成
三
十
年
十
二
月
十

九
日
に
提
言
書
を
市
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
、
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
や
各
団
体
の
代
表

が
加
わ
っ
て
「
い
な
み
ま
ち
プ
ロ
」
が
発
足
し
、
令
和

元
年
六
月
十
日
か
ら
今
年
三
月
三
十
日
ま
で
に
八
回
の

会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
紆
余
曲
折
が
あ
り
先
に
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
若

い
世
代
か
ら
の
発
言
か
ら
井
波
の
特
色
で
あ
る
「
職
人

文
化
」、「
も
の
づ
く
り
」
を
中
心
に
据
え
、「
井
波
に
来

て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ー

ル
事
業
」「
宿
泊
・
体
験
事
業
」「
交
流
促
進
事
業
」
な

ど
を
展
開
す
る
場
所
と
し
て
、
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
す
る
方
向
性
で
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
会
議
は
開
催
で
き
ず
、

詳
細
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
説
明

会
も
開
け
な
い
状
況
で
す
が
、
終
息
す
れ
ば
南
山
見
で

も
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
も
市
民
か
ら
の
提
言
で
あ
り
、
市
に
執
行
権
が
あ

り
ま
す
が
、
も
う
少
し
検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
　

南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
部
会
長

　山
本
義
秀

　
令
和
二
年
に
な
っ
て
か

ら
、「
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
出
来
事
」

が
次
々
と
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
冬
場
は
異
常
気
象
で

積
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
ス
キ
ー
教
室
が
全
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、そ
ん
な
苦
境
の
中
「
と

や
ま
・
な
ん
と
国
体
」
は

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、

奇
跡
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
三
月
か
ら
は

「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
す
。「
密

閉
、
密
集
、
密
接
」
の
三

密
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
通
常
の
日
常
生
活

が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
う
や
く
収
束

の
兆
し
が
見
え
て
き
た
よ

う
で
す
。
今
回
も
冬
場
と

同
様
に
、
何
か
奇
跡
が
起

こ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

個
人
的
に
は
、
富
山
の
誇

り
大
関
朝
乃
山
が
、
今
年

中
に
一
気
に
横
綱
昇
進
を

決
め
る
快
挙
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
耐
え
忍
び
頑

張
っ
た
分
、
何
か
良
い
こ

と
が
起
こ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

度
も
、
会
報
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 （
編
集
委
員
長
）

編
集
後
記

　
祖
父
が
鳶
職
と
し
て
働
い
て
間
も
な
く
、
こ
の
地
域
で
も
大

き
な
建
築
物
が
建
つ
よ
う
に
な
り
創
業
し
ま
し
た
。東
洋
紡
績
、

カ
ロ
リ
ナ
等
に
沢
山
の
職
人
さ
ん
が
要
る
よ
う
に
な
り
、
後
に

今
に
言
う
人
材
派
遣
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
父
の
時
代
に
な
る
と
戦
後
復
興
が
始
ま
り
、
住
宅
等
の
建

替
え
が
数
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
住
宅
建
築

業
を
主
体
と
し
た
事
業
を
興
し
ま
し
た
。
事
業
の
特
徴
と
し
て

は
、
先
ず
は
鳶
職
人
に
よ
る
仕
事
で
す
。
今
で
は
レ
ッ
カ
ー
車

が
有
り
ま
す
が
、
当
時
は
全
て
人
力
で
の
住
宅
建
て
方
で
、
今

で
も
倉
庫
に
は
名
残
の
大
き
な
丸
太
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
当
時

は
色
々
な
と
こ
ろ
で
基
盤
整
備
が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
て
、
住

宅
等
の
移
設
も
数
多
く
有
り
ま
し
た
。
先
代
は
そ
こ
に
眼
を
つ

け
て
、
家
を
解
体
せ
ず
移
動
さ
せ
る
曳
家
と
い
う
仕
事
に
も
携

わ
り
ま
し
た
。
愛
着
の
あ
る
家
を
道
路
拡
張
に
よ
っ
て
解
体
せ
ず
残
せ
る
こ
と
は
当
時
と
し
て
は

大
変
喜
ば
れ
た
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。
家
の
主
柱
等
に
大
き
な
角
材
を
何
本
も
括
り
付
け
、
何
十

基
の
ジ
ャ
ッ
キ
を
セ
ッ
ト
し
て
嵩
上
げ
し
、
新
し
い
場
所
へ
と
ワ
イ
ヤ
ー
一
本
で
滑
車
を
何
個
も

使
い
移
動
さ
せ
て
行
き
ま
す
。
近
年
は
機
械
化
が
進
み
人
力
も
資
材
も
当
時
に
比
べ
て
格
段
の
進

化
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
曳
家
自
体
は
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
に
法
人
化
を
取
得
し
、
業
種
も
一
般
建
築
、
鳶
・
土
木
工
事
、
内
装
仕
上
げ
と

増
や
し
、
施
設
並
び
に
一
般
建
築
全
般
の
工
事

を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
の
思

い
出
は
、
瑞
泉
寺
本
堂
の
嵩
上
げ
工
事
で
し
た
。

何
十
本
と
あ
る
大
き
な
柱
一
つ
一
つ
高
さ
調
節

し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
、
そ
の
後
本
堂
全
て

の
耐
圧
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
在
る
の
は
、
先
代
の
思
い
や
地
域
の
皆
様

の
お
陰
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
創
業
百
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
四
代
目
共
々
ご
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（三

代
目
　
久
恵
　
博
明
）

南
山
見
の
商
工
業
の
歴
史

南
山
見
の
商
工
業
の
歴
史

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

有
限
会
社

　久
恵
建
設

そ
の
３

　

そ
の
３

　

令和元年度　南山見交流センター利用状況

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
計

月
区分 利　用　場　所

会議室 体育館 大ホール 和　室調理室
研修室

人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数

合　計

 144
54
85
48
14
34
58
117
53
53
97
114
871

141
173
169
242
379
412
250
357
113
66
185
128
2,615

 110
123
97
326
123
137
163
247
78
111
194
84

1,793

 6
41
23
16
5
20
52
88
16
11
50
44
372

 69
30
19
227
201
83
95
49
61
9
143
35

1,021

 470
421
393
859
722
686
618
858
321
250
669
405
6,672

市道クリーンアップ事業 ６月～８月末
環境美化　交流センター周辺清掃（成年部） ６月２１日（日）
第37回地区ビーチボール大会 ６月２８日（日） 中止
環境美化奉仕の日（老人クラブ） ７月１８日（土）
三世代交流ラジオ体操・ミニマラソンの集い 夏休み最初の日 中止
体力つくり・レクリェーション ８月 ２ 日（日） 中止
忠魂碑慰霊祭 ８月１５日 中止
第43回八乙女フェスティバル ８月１５日（土） 中止
タイムカプセルオープン ８月１５日（土） 11月へ延期
第29回南山見敬老の集い ９月１２日（土） 11月へ延期
社会奉仕の日（老人クラブ） ９月１９日（土）
第42回地区体育祭 ９月２７日（日） 中止

　過日（６／５）に４部会の部会長・副部会長
会議を開催して、新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、当面の諸行事についての延期
や中止を以下のように話し合いました。

お知らせ

花
と
緑
に
包
ま
れ
て
！！

花
と
緑
に
包
ま
れ
て
！！

№
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令
和
二
年
度
の
南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会

総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

避
け
て
、
書
面
表
決
に
よ
る
議
決
と
い
た
し
ま

し
た
。
関
係
役
員
七
十
一
名
に
総
会
議
案
書
と

は
が
き
に
印
刷
し
た
書
面
表
決
書
を
お
届
け
し

て
、
表
決
書
を
返
信
し
て
も
ら
う
と
い
う
や
り

方
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
表
決
書
に
は
、「
承

認
し
ま
す
」
か
「
承
認
で
き
ま
せ
ん
」
の
ど
ち

ら
か
に
○
印
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
、
意

見
記
入
欄
を
設
け
て
期
日
ま
で
の
返
信
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
期
日
ま
で
の
返
信
が
な
い
場
合

は
、「
承
認
」
頂
い
た
こ
と
と
す
る
旨
を
予
め

お
伝
え
し
て
お
き
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
承
認
の
返
信
　
　
五
十
三

　
　
　
　
　
　
　
不
承
認
の
返
信
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
無
返
信
　
　
　
　
　
十
八

　
　
　
　
　
　
　
返
信
率
　
　
　
七
十
五
％

　
　
　
　
　
　
　
承
　
認
　
　
　
一
〇
〇
％

と
い
う
こ
と
で
、
全
員
の
承
認
を
頂
い
て
新
年

度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
六
月
を
迎
え
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
計
画
し
て
い
た
諸
行
事
を
中
止
も
し

く
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
一

日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
会
長
　
碓
井
好
彦
）

　昨年のまちづくり部会は、例年の活動を踏襲
した取組みを進めました。
　市への要望結果は、対処済みが2件、一部対
処済み 1 件、別手段で検討 1 件、引き続き検
討 7 件であり、必要なものは要望していくこ
とが重要と思います。今年度は新しくイノシシ
対策を計画しましたが、会合を開くことができ
ず書面での案内になりました。7月には各町内
での取り組みを現地確認することを計画します
ので、ご参加ください。

 6 月 要望書提出依頼、要望書提出
  前庭花壇花苗植え

 7 月 市道クリーンアップ事業
  イノシシ対策現地調査

 8 月 忠魂碑慰霊祭（中止）

 10 月 前庭花壇づくり

 1 月 新年の集い

部会長　山本義秀

◆主な予定◆

 5 月 チャレンジデー（中止）

 6 月 児童クラブ花壇づくり・行灯作り（中止）
  ビーチボール大会（28日）中止

 7 月 三世代交流ミニマラソンラジオ体操（中止）
  教育懇談会（中止）

 8 月 体力つくり・レクリエーション（2日）中止
  八乙女フェスティバル（15日）中止

 9 月 地区体育祭（27日）中止

 10 月 児童クラブ花壇づくり・作品作り

 11 月 八乙女文化祭
  タイムカプセルオープン

 2 月 三世代交流の集い
  八乙女講座

◆主な予定◆

（花苗植え）

今
年
は
大
変
な
年
に
な
り
そ
う

令和2年度　南山見地域づくり協議会　役員

会　　長
碓井好彦

副会長（各部の部会長）

理事・区長・町内会長・生産組合長

事務局長兼交流センター管理者（碓井好彦）
地域指導員（林　律子　　池田浩吉）

評議委員会

理　　事　　会

部　会 まちづくり部会
山本義秀
蓮田　登
林　明弘
銅　光枝

松井泰範
長田晴樹
山本久美
井上智子

田中一昭
村松慶孝
青山　誠
松井正子

冨田豊志
徳成一彦
篠原正之
亀田明子

土地改良区関係者
農業委員・JAとなみ野
空き家等地域対策推進委員
区長、町内会長、生産組合長
男女共同参画推進員
花とみどりの銀行

スポーツ推進員
壮年部
成年部
女性部
児童クラブ
青少年育成市民会議
にじいろ保育園父母の会

交通安全協会
防犯組合
消防分団
女性防火クラブ
防災士
赤十字奉仕団

地区社会福祉協議会
老人クラブ
民生委員・児童委員
食生活改善推進協議会
南山見いきいき教室
ボランティアグループ
ヘルスボランティア
地域福祉推進員
母子保健推進員

健康・福祉部会 学習・スポーツ部会 安全・防災部会
部会長

部会を
構成す
る団体
等

副部会長

事　　務　　局

監　　事

地域づくり支援員

山本義秀　　松井泰範
田中一昭　　冨田豊志

小橋昭夫
蓮田松夫

亀田秀一
森　達之

会長・副会長・参与（才川昌一）・顧問（松田博志）・1、2、
3支部代表（松井三良、直江こず恵、山本孝夫、前田敏美、
山本保彦、吉田智花香）・町内会代表（梅村　努）

南山見交流センターの地域指導員の交替がありました。（新）池田浩吉（五領）　　（旧）高橋悠太（院瀬見）

南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会
総
会

まちづくり部会

　学習・スポーツ部会は、地区住民の生涯学習・
スポーツの振興を目的に活動をしています。昨
年度はビーチボール大会とお盆のソフトバレー
ボール大会を一本化しました。今年度は、スポー
ツ・文化行事の内容を改善、充実させて、参加
者の増加を目指していきたいと思います。ただ、
新型コロナウイルス感染防止の観点から、活動
の変更や中止が予想されます。何卒、皆様のご
理解とご協力を宜しくお願いします。

部会長　田中一昭

（地区体育祭）

学習・スポーツ部会
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令
和
二
年
度
の
南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会

総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を

避
け
て
、
書
面
表
決
に
よ
る
議
決
と
い
た
し
ま

し
た
。
関
係
役
員
七
十
一
名
に
総
会
議
案
書
と

は
が
き
に
印
刷
し
た
書
面
表
決
書
を
お
届
け
し

て
、
表
決
書
を
返
信
し
て
も
ら
う
と
い
う
や
り

方
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
表
決
書
に
は
、「
承

認
し
ま
す
」
か
「
承
認
で
き
ま
せ
ん
」
の
ど
ち

ら
か
に
○
印
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
し
、
意

見
記
入
欄
を
設
け
て
期
日
ま
で
の
返
信
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
期
日
ま
で
の
返
信
が
な
い
場
合

は
、「
承
認
」
頂
い
た
こ
と
と
す
る
旨
を
予
め

お
伝
え
し
て
お
き
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
承
認
の
返
信
　
　
五
十
三

　
　
　
　
　
　
　
不
承
認
の
返
信
　
　
　
〇

　
　
　
　
　
　
　
無
返
信
　
　
　
　
　
十
八

　
　
　
　
　
　
　
返
信
率
　
　
　
七
十
五
％

　
　
　
　
　
　
　
承
　
認
　
　
　
一
〇
〇
％

と
い
う
こ
と
で
、
全
員
の
承
認
を
頂
い
て
新
年

度
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
六
月
を
迎
え
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
計
画
し
て
い
た
諸
行
事
を
中
止
も
し

く
は
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、
一

日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
会
長
　
碓
井
好
彦
）

　昨年のまちづくり部会は、例年の活動を踏襲
した取組みを進めました。
　市への要望結果は、対処済みが2件、一部対
処済み 1 件、別手段で検討 1 件、引き続き検
討 7 件であり、必要なものは要望していくこ
とが重要と思います。今年度は新しくイノシシ
対策を計画しましたが、会合を開くことができ
ず書面での案内になりました。7月には各町内
での取り組みを現地確認することを計画します
ので、ご参加ください。

 6 月 要望書提出依頼、要望書提出
  前庭花壇花苗植え

 7 月 市道クリーンアップ事業
  イノシシ対策現地調査

 8 月 忠魂碑慰霊祭（中止）

 10 月 前庭花壇づくり

 1 月 新年の集い

部会長　山本義秀

◆主な予定◆

 5 月 チャレンジデー（中止）

 6 月 児童クラブ花壇づくり・行灯作り（中止）
  ビーチボール大会（28日）中止

 7 月 三世代交流ミニマラソンラジオ体操（中止）
  教育懇談会（中止）

 8 月 体力つくり・レクリエーション（2日）中止
  八乙女フェスティバル（15日）中止

 9 月 地区体育祭（27日）中止

 10 月 児童クラブ花壇づくり・作品作り

 11 月 八乙女文化祭
  タイムカプセルオープン

 2 月 三世代交流の集い
  八乙女講座

◆主な予定◆

（花苗植え）

今
年
は
大
変
な
年
に
な
り
そ
う

令和2年度　南山見地域づくり協議会　役員

会　　長
碓井好彦

副会長（各部の部会長）

理事・区長・町内会長・生産組合長

事務局長兼交流センター管理者（碓井好彦）
地域指導員（林　律子　　池田浩吉）

評議委員会

理　　事　　会

部　会 まちづくり部会
山本義秀
蓮田　登
林　明弘
銅　光枝

松井泰範
長田晴樹
山本久美
井上智子

田中一昭
村松慶孝
青山　誠
松井正子

冨田豊志
徳成一彦
篠原正之
亀田明子

土地改良区関係者
農業委員・JAとなみ野
空き家等地域対策推進委員
区長、町内会長、生産組合長
男女共同参画推進員
花とみどりの銀行

スポーツ推進員
壮年部
成年部
女性部
児童クラブ
青少年育成市民会議
にじいろ保育園父母の会

交通安全協会
防犯組合
消防分団
女性防火クラブ
防災士
赤十字奉仕団

地区社会福祉協議会
老人クラブ
民生委員・児童委員
食生活改善推進協議会
南山見いきいき教室
ボランティアグループ
ヘルスボランティア
地域福祉推進員
母子保健推進員

健康・福祉部会 学習・スポーツ部会 安全・防災部会
部会長

部会を
構成す
る団体
等

副部会長

事　　務　　局

監　　事

地域づくり支援員

山本義秀　　松井泰範
田中一昭　　冨田豊志

小橋昭夫
蓮田松夫

亀田秀一
森　達之

会長・副会長・参与（才川昌一）・顧問（松田博志）・1、2、
3支部代表（松井三良、直江こず恵、山本孝夫、前田敏美、
山本保彦、吉田智花香）・町内会代表（梅村　努）

南山見交流センターの地域指導員の交替がありました。（新）池田浩吉（五領）　　（旧）高橋悠太（院瀬見）

南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会
総
会

まちづくり部会

　学習・スポーツ部会は、地区住民の生涯学習・
スポーツの振興を目的に活動をしています。昨
年度はビーチボール大会とお盆のソフトバレー
ボール大会を一本化しました。今年度は、スポー
ツ・文化行事の内容を改善、充実させて、参加
者の増加を目指していきたいと思います。ただ、
新型コロナウイルス感染防止の観点から、活動
の変更や中止が予想されます。何卒、皆様のご
理解とご協力を宜しくお願いします。

部会長　田中一昭

（地区体育祭）

学習・スポーツ部会
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　交流センター前の水田で、5年ぶ
りの御田植祭が行われました。
　東城寺の谷川徹さんが奉耕者とし
て、栽培されました。
　当地区の小中学生5人が早乙女と
して苗を植えました。
　秋に行われる抜穂祭までの間、稲
の成長を見守るのが、楽しみです。

（事務局）

　
二
月
九
日（
日
）、

南
山
見
交
流
セ
ン

タ
ー
に
て
、
第
三

十
一
回
南
山
見
地

区
三
世
代
交
流
の

集
い
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
は
暖
冬
で
、

降
雪
も
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、

朝
か
ら
多
数
の
小
学
生
、
保
育
園
児
、

地
域
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、
ま
た

各
団
体
の
協
力
も
あ
り
、
楽
し
く
交
流

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
交
流
内
容
は
、「
み
ん
な

で
ペ
タ
ン
ク
を
楽
し
も
う
！
」
と
題
し
、

老
人
ク
ラ
ブ
ペ
タ
ン
ク
部
会
の
協
力
の

下
、
体
育
館
に
て
ペ
タ
ン
ク
を
行
い
ま

し
た
。
小
学
生
と
地
域
の
方
々
と
で

チ
ー
ム
を
作
り
、
ボ
ー
ル
の
行
方
に
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
和
室
で
は
、
保
育
園
児

た
ち
が
折
り
紙
で
ひ
な
人
形
づ
く
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
小
さ
な
子
供
た
ち
も
大

人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
餅
つ
き

を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
児
童
ク
ラ
ブ
の
提
案
で
、
食

事
会
の
前
に
体
育
館
に
て
終
了
式
を
行

い
、
卒
業
す
る
児
童
た
ち
を
地
域
の

方
々
が
拍
手
で
祝
福
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
の
食
事
会
で
は
、
つ
き
た
て

の
お
餅
と
、
女
性
部
、
食
改
の
皆
さ
ん

　児童クラブでは、2月9日に終了式を行い、6名の6年生を送り出しました。当日は三
世代交流の集いもありいろいろな年代の方々ともちつきやレクリエーション等も一緒
に楽しみました。終了式では6年生が地域のみな
さんの見守る中、中学校での抱負を力強く発表し
ていました。児童クラブではこれからもいくつか
の行事に取り組んでまいりますが、南山見地区の
皆様方には今後とも引き続き、児童たちの成長を
見守りつつ児童クラブの活動にご協力頂きます
よう、どうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　（前会長　前田洋一）

　南砺市内の小中学校がこれから新しいか
たちに変わっていきそうです。市内各地域の
小中連携をさらに深める方向（いわゆる小中

一貫教育）で、小中学校の9年間を見通しての教育が行われるとのことです。
　市内では先行して井口地域の小中学校が「（仮称）南砺市立南砺つばき学舎」に移行し
ます。小中一貫制度のなかでも「義務教育学校」という形式で小中学校が一体化すること
でより特色ある教育が可能になります。
　小中一貫教育は現在の子どもや学校が抱える問題を解決し、新しい教育を生み出す方
策となりえることから今後に期待したいと思います。
　ただ地域の視点から見ると、小中学校は地域と一体であり、地域全体で子どもを育て
ることの重要性は変わりませんし、地域を愛し地域に
貢献する子どもに育ってもらうためには、私たちとの
日頃からのふれあいが大切です。
　これからは学校において地域住民参加型の教育活
動が増えていくものと思われます。少子化が進んでい
るなか、一人一人の子どもたちとの交流を深めるチャ
ンスであるともいえます。子どもたちへの愛情と実践
が、地域の宝である子どもたちをもっと煌めかせるこ
とにつながると感じました。（宮川義文）

の
協
力
で
、
作
っ
て
い
た
だ
い
た
太
巻

き
寿
司
と
豚
汁
を
美
味
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
の
三
世
代
交
流
の
集
い
や
、様
々

な
地
域
行
事
を
通
じ
、
今
後
も
世
代
を

超
え
た
交
流
、
親
睦
を
深
め
、
次
世
代

を
担
う
子
供
た
ち
が
、
の
び
の
び
と
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、
活
動

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　（
青
少
年
育
成
市
民
会
議

　
　
　
井
波
支
部
南
山
見
単
位
議
会

堀
　
雅
幸
）

南
山
見
地
区
三
世
代
交
流
の
集
い

南
山
見
地
区
三
世
代
交
流
の
集
い

第
31
回

児 童 ク ラ ブ 終 了 式
チャレンジデー2020
5月27日（水）

八乙女講座

献穀田・御田植祭献穀田・御田植祭

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
中止となりました。

　南山見地域づくり協議会が設立されて2年目を迎え、
所属団体が定期総会を開催し意欲的に活動を推進しよう
としていたところが、新型コロナの関係で活動が途絶え
所属団体役員の皆様には異常なことで悩んでおられると
推察いたします。
　しかし、これからは状勢・状況を把握しながら今後の活
動に向けて、さらに意欲的に取り組んでいこうではありま
せんか。
　さて、健康・福祉部会では昨年、部会会合を1回だけ開
催させていただきました。所属団体の役員の皆様には、
南山見地区の会員や住民の皆様方に意欲的に事業を推
進しておられる状況報告をしていただき、また、ボラン
ティア精神で所属団体の運営計画を実行されていること
に対し敬意と感銘を受けました。
　また、この会合で所属団体の活動報告でどんな活動や
取り組みを計画してこられたのか、お互いに情報交換さ
れ、所属団体の活動が理解されたのではないでしょうか。
　私たち健康・福祉部会では、これからも年間2～3回程
度、所属団体の役員の皆様と部会会合して、お菓子やお
茶を飲みながらお互いの苦労話などの情報交換をしてい
きたいと思います。このように、人的交流をしながら、楽し
く生きがいを感じて、所属団体の役員の世話をさせてい
ただいて、よかったなあという活動をしていこうではあり
ませんか。

部会長　松井泰範

（南山見高齢者教室）

健康・福祉部会

　南山見地区の皆様こんにちは。日頃より地区
防災にご協力を賜り心から感謝申し上げます。
　昨年度末からのコロナ禍により、生活リズム
が大きく変わり行動範囲の抑制で不自由な生活
を強いられております。またコミュニティー活
動においても、行政指導で公共の場や交流
センターの使用停止を指示され、各種団体とも
運営が滞って見通しが立たない日が続いており
ます。
　担当である自然災害はもとより社会的要因に
よる安全についても、部会内で協議しておく必
要がある新年度の幕開けとなりました。安全・
防災部会が先頭に立って牽引していけるよう努
力いたしますので皆様のご指導、ご協力をよろ
しくお願いいたします。

部会長　冨田豊志

（避難訓練）

安全・防災部会

 6 月 備蓄品等購入計画
  住民台帳の整備

 9 月 秋の交通安全街頭運動

 10 月 避難訓練（27日）

 11 月 かぎかけ運動（防犯組合）
  女性防火クラブ 30周年記念事業

◆主な予定◆

 6 月 ケアネット研修会（書面で案内）
 7 月 高齢者学級合同学習会（中止）
 9 月 南山見老連　社会奉仕の日
  交通安全街頭運動
 10 月 清掃奉仕
 11 月 敬老の集い
 12 月 福祉研修会
  歳末たすけあい友愛訪問
 2 月 高齢者学級合同学習会
  友愛訪問花鉢贈呈
  在宅介護車訪問支援

◆主な予定◆
八乙女サロン（毎週月曜日）
朝市（5月より 10月まで）
いきいき教室（6月より 12月）

in
なんと

5月
17日

2月
12日
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て、栽培されました。
　当地区の小中学生5人が早乙女と
して苗を植えました。
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　児童クラブでは、2月9日に終了式を行い、6名の6年生を送り出しました。当日は三
世代交流の集いもありいろいろな年代の方々ともちつきやレクリエーション等も一緒
に楽しみました。終了式では6年生が地域のみな
さんの見守る中、中学校での抱負を力強く発表し
ていました。児童クラブではこれからもいくつか
の行事に取り組んでまいりますが、南山見地区の
皆様方には今後とも引き続き、児童たちの成長を
見守りつつ児童クラブの活動にご協力頂きます
よう、どうぞよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　（前会長　前田洋一）

　南砺市内の小中学校がこれから新しいか
たちに変わっていきそうです。市内各地域の
小中連携をさらに深める方向（いわゆる小中

一貫教育）で、小中学校の9年間を見通しての教育が行われるとのことです。
　市内では先行して井口地域の小中学校が「（仮称）南砺市立南砺つばき学舎」に移行し
ます。小中一貫制度のなかでも「義務教育学校」という形式で小中学校が一体化すること
でより特色ある教育が可能になります。
　小中一貫教育は現在の子どもや学校が抱える問題を解決し、新しい教育を生み出す方
策となりえることから今後に期待したいと思います。
　ただ地域の視点から見ると、小中学校は地域と一体であり、地域全体で子どもを育て
ることの重要性は変わりませんし、地域を愛し地域に
貢献する子どもに育ってもらうためには、私たちとの
日頃からのふれあいが大切です。
　これからは学校において地域住民参加型の教育活
動が増えていくものと思われます。少子化が進んでい
るなか、一人一人の子どもたちとの交流を深めるチャ
ンスであるともいえます。子どもたちへの愛情と実践
が、地域の宝である子どもたちをもっと煌めかせるこ
とにつながると感じました。（宮川義文）
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回

児 童 ク ラ ブ 終 了 式
チャレンジデー2020
5月27日（水）

八乙女講座

献穀田・御田植祭献穀田・御田植祭

今年は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
中止となりました。

　南山見地域づくり協議会が設立されて2年目を迎え、
所属団体が定期総会を開催し意欲的に活動を推進しよう
としていたところが、新型コロナの関係で活動が途絶え
所属団体役員の皆様には異常なことで悩んでおられると
推察いたします。
　しかし、これからは状勢・状況を把握しながら今後の活
動に向けて、さらに意欲的に取り組んでいこうではありま
せんか。
　さて、健康・福祉部会では昨年、部会会合を1回だけ開
催させていただきました。所属団体の役員の皆様には、
南山見地区の会員や住民の皆様方に意欲的に事業を推
進しておられる状況報告をしていただき、また、ボラン
ティア精神で所属団体の運営計画を実行されていること
に対し敬意と感銘を受けました。
　また、この会合で所属団体の活動報告でどんな活動や
取り組みを計画してこられたのか、お互いに情報交換さ
れ、所属団体の活動が理解されたのではないでしょうか。
　私たち健康・福祉部会では、これからも年間2～3回程
度、所属団体の役員の皆様と部会会合して、お菓子やお
茶を飲みながらお互いの苦労話などの情報交換をしてい
きたいと思います。このように、人的交流をしながら、楽し
く生きがいを感じて、所属団体の役員の世話をさせてい
ただいて、よかったなあという活動をしていこうではあり
ませんか。

部会長　松井泰範

（南山見高齢者教室）

健康・福祉部会

　南山見地区の皆様こんにちは。日頃より地区
防災にご協力を賜り心から感謝申し上げます。
　昨年度末からのコロナ禍により、生活リズム
が大きく変わり行動範囲の抑制で不自由な生活
を強いられております。またコミュニティー活
動においても、行政指導で公共の場や交流
センターの使用停止を指示され、各種団体とも
運営が滞って見通しが立たない日が続いており
ます。
　担当である自然災害はもとより社会的要因に
よる安全についても、部会内で協議しておく必
要がある新年度の幕開けとなりました。安全・
防災部会が先頭に立って牽引していけるよう努
力いたしますので皆様のご指導、ご協力をよろ
しくお願いいたします。

部会長　冨田豊志

（避難訓練）

安全・防災部会

 6 月 備蓄品等購入計画
  住民台帳の整備

 9 月 秋の交通安全街頭運動

 10 月 避難訓練（27日）

 11 月 かぎかけ運動（防犯組合）
  女性防火クラブ 30周年記念事業

◆主な予定◆

 6 月 ケアネット研修会（書面で案内）
 7 月 高齢者学級合同学習会（中止）
 9 月 南山見老連　社会奉仕の日
  交通安全街頭運動
 10 月 清掃奉仕
 11 月 敬老の集い
 12 月 福祉研修会
  歳末たすけあい友愛訪問
 2 月 高齢者学級合同学習会
  友愛訪問花鉢贈呈
  在宅介護車訪問支援

◆主な予定◆
八乙女サロン（毎週月曜日）
朝市（5月より 10月まで）
いきいき教室（6月より 12月）

in
なんと

5月
17日

2月
12日
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通　年

令和２年度 活 動 計 画

項　　目 令和元年度
決算額

令和2年度予算額
 交付金会計  一般会計  合　計 摘　　要

項　　目 令和元年度
決算額

令和2年度予算額
 交付金会計  一般会計  合　計 摘　　要

項　　目 令和元年度
決算額

令和2年度予算額 令和2年度
 交付金会計  一般会計  積立残高 摘　　要

住民自治推進費 
推 進 人 件 費 
施設維持管理費 
地域事業推進費
助 成 金 
負 担 金 
使 用 料 
貸 付 料 
事 業 共 催 金 
雑 入 
繰 越 金 
収 入 合 計 

地域づくり、生涯学習推進、社会福祉推進
人件費、労働保険料、部会長手当
交流センター維持管理費 
空き家対策、結婚活動、防災訓練
市道クリーンアップ事業 
会費、事業会費 
コピー機、除雪機使用料 
八乙女サロン会館貸付料 
 
利子等 

屋外照明修繕用 
コピー機等購入用 
会議室エアコン設置 
南山見郷土誌発行

 2,960,000  2,759,000  2,759,000
 4,114,560  4,114,560   4,114,560
 873,000  873,000   873,000
 ー　 40,000  40,000
 118,200   65,000  65,000
 1,616,500   1,492,500  1,492,500
 37,245   30,000  30,000
 17,400   17,500  17,500
 10,000   10,000  10,000
 66,787 10  14,894  14,904
 469,089   520,106  520,106
  7,786,570 2,150,000 9,936,570

 490,329   ー　  30,000   520,329 
 576,759   ー　   60,000   636,759 
 950,129   150,000  50,000   1,150,129 
 450,000   350,000  100,000   900,000 
 2,467,217   500,000   240,000   3,207,217 

防災訓練、女性防火クラブ助成金 
1戸当たり400円 
オードブル、酒等 
保険料、チェーン脱着 
樹木剪定、除草剤散布 
14町内会へ 

年3回発行
協議会総務費 
基金及び防災・施設積立金、郷土誌発行積立金 

成年部協力金、除草奉仕 
令和2年度は中止
花火、ジュース等 
出演者お礼、景品、花火等 
貸切バス代等 
競技用品、賞品等 
各種お礼、出品者粗品等 
競技用品、賞品 
図書カード 
コピー代、講師お礼 
各種材料代、お礼 
各種団体助成金、負担金
タイムカプセルオープン機械借り上げ等

交流センター維持費、屋外照明積立金、備品積立金

２年度への繰越金 

 3,469,245  1,797,810  1,189,500  2,987,310
 263,431  53,990  50,000  103,990
 130,000  65,000  65,000  130,000
 214,398  15,000  180,000  195,000
 27,700  23,000  5,000  28,000
 42,026  30,000  20,000  50,000
 735,880  724,000  ー　  724,000
 80,000  80,000  ー　  80,000
 130,000  50,000  50,000  100,000
 70,000 ー　  70,000  70,000
 5,000 ー　  5,000  5,000
 209,946  120,800  88,555  209,355
 910,864  136,020  505,945  641,965
 650,000  500,000  150,000  650,000
 1,096,808  596,500  383,000  979,500
 29,164  30,000  ー　  30,000
 13,695  ー　 ー　  ー　
 12,659  15,000  ー　  15,000
 198,688  140,000  50,000  190,000
 268,657  60,000  100,000  160,000
 153,699  40,000  80,000  120,000
 148,024  100,000  40,000  140,000
 25,958  15,000  20,000  35,000
 18,710  1,500  18,000  19,500
 7,360  10,000  5,000  15,000
 60,194  40,000  40,000  80,000
 160,000  130,000 30,000  160,000 
 ー　  15,000 ー　  15,000
 385,000  181,000  202,500  383,500
 3,291,648  4,114,560 ー　  4,114,560
 1,319,974  1,096,700  295,000  1,391,700
 200,000  ー　  ー　  ー　
 ー　 ー　  80,000  80,000
 520,106 ー　  ー　 ー　
   7,786,570  2,150,000  9,936,570

屋外照明積立金 
備 品 積 立 金 
防災・施設積立金・基金 
郷土誌発行積立金・基金 
合 　 計 

地 域 づ く り 費 
防 災 会 事 業 
市道クリーンアップ事業 
新年の集い事業 
除雪機貸出事業 
農 村 公 園 管 理 
町内会活動助成金 
防犯灯・ごみステーション設置補助 
忠魂碑維持会助成 
消防団南山見分団助成金 
南山見地区防犯組合助成 
会報「八乙女」発行事業 
地域づくり協議会総務費 
基 金 等 積 立 金 
生涯学習推進費 
環境美化活動事業 
チャレンジデー事業 
三世代ラジオ体操交流事業 
八乙女フェスティバル事業 
体力づくり事業 
地区体育祭事業 
地区八乙女文化祭事業 
ビーチボール大会事業 
成人祝い・入学祝い 
八乙女講座事業 
三世代交流の集い事業 
各種団体助成・負担金 
タイムカプセル事業
社会福祉推進費 
地域づくり推進人件費 
施設維持管理費 
事 務 局 準 備 費 
予 備 費 
繰 越 金 
支 出 合 計 10,282,781

10,282,781
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　部

地
区
社
協

児
童
ク
ラ
ブ

青
少
年
育
成
市
民
会
議
に
じ
い
ろ
保
育
園
父
母
の
会

老
人
ク
ラ
ブ・高
齢
者
学
級

役
員
会

廃
品
回
収

入
園
式

家
庭
の
日
及
び

挨
拶
運
動
の
実
施

コ
ロ
ナ
の
た
め

月
曜
サ
ロ
ン
・

地
区
社
協
行
事
中
止

入
会
式（
中
止
）

行
灯
作
り・花
壇
作
り（
中
止
）

高
瀨
遺
跡
行
灯
コ
ン
ク
ー
ル（
中
止
）

役
員
会

三
世
代
交
流
ラ
ジ
オ
体
操
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　 （
中
止
）

教
育
懇
談
会（
中
止
）

三
世
代
交
流
ラ
ジ
オ
体
操・

ミ
ニマ
ラ
ソ
ン
の
集
い（
中
止
）

三
世
代
交
流
ラ
ジ
オ
体
操・

ミ
ニマ
ラ
ソ
ン
に
参
加

　
　
　
　
　
　（
中
止
）

八
乙
女
フェス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　（
中
止
）

八
乙
女
フェス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　（
中
止
）

夏
の
街
頭
巡
回
指
導

八
乙
女
フェス
テ
ィ
バ
ル（
中
止
）

「
子
ど
も
110
番
の
家
」

　
　  

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

井
波
支
部
総
会（
中
止
）

井
波
支
部
連
絡
会

井
波
支
部
連
絡
会

井
波
支
部
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　（
中
止
）

総
　
会
（
中
止
）

井
波
支
部
連
絡
会（
中
止
）

八
乙
女
フェス
テ
ィ
バ
ル

に
参
加（
中
止
）

運
動
会

終
了
式

生
活
発
表
会

地
区
文
化
祭
に
参
加

発
表
会

三
世
代
交
流
の
集
い
に

参
加

役
員
会

南
山
見
地
区
文
化
祭

役
員
会

三
世
代
交
流
の
集
い

役
員
会

広
報「
若
い
芽
」発
行

花
壇
づ
く
り

文
化
祭
作
品
作
り

南
山
見
地
区
文
化
祭

作
品
展
示・舞
台
関
連

（
準
備・運
営・司
会
）

ク
リ
ス
マ
ス
会

三
世
代
交
流
の
集
い

終
了
式

役
員
会（
組
織・引
継
ぎ
）

井
波
老
連
定
期
総
会（
中
止
）

南
山
見
老
連
役
員
会（
随
時
）

井
波
老
連
研
修
旅
行（
延
期
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー（
中
止
）

ケ
ア
ネ
ッ
ト
研
修
会

　
　
　
　（
書
面
案
内
）

第
一
回
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ロ
ン（
中
止
）

高
齢
者
学
級
社
協
・

南
山
見
老
連
合
同
学
習
会（
中
止
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
う
一
人
運
動

福
祉
役
員
研
修
会

南
山
見
地
区
文
化
祭
活
動
報
告

役
員
研
修
会
・
新
年
会

第
二
回

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ロ
ン

広
報『
福
祉
の
か
け
橋
』発
行

第
三
回
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ロ
ン

歳
末
見
舞
い
友
愛
訪
問

（
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
及
び

七
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
）

第
四
回
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ロ
ン

高
齢
者
学
級
南
山
見
老
連・社
協
合
同
学
習
会

在
宅
介
護
者
訪
問
支
援

友
愛
訪
問
花
鉢
贈
呈

（
75
歳
以
上
の一人
暮
ら
し
）

敬
老
の
集
い

交
通
安
全
街
頭
運
動

定
期
総
会

高
齢
者
学
級（
地
区
社
協
合
同
）

　
　
　
　
　
　（
中
止
）

環
境
美
化
奉
仕
の
日

老
人
し
あ
わ
せ
祭
り

高
齢
者
学
級（
社
会
見
学
）

南
山
見
敬
老
の
集
い

全
国
一
斉
社
会
奉
仕
の
日

地
区
体
育
祭

高
齢
者
学
級

八
乙
女
フェス
テ
ィ
バ
ル

地
区
文
化
祭

三
世
代
交
流
の
集
い

高
齢
者
学
級

役
員
会・監
査
会

南
山
見
老
連
定
期
総
会
サ
ロ
ン
懇
談
会

広
報『
福
祉
の
か
け
橋
』発
行

三
世
代
交
流

　
ラ
ジ
オ
体
操（
中
止
）

新
規
会
員
交
流
会（
中
止
）

役
員
会

環
境
美
化
活
動

役
員
会

役
員
会

役
員
会

総
　
会

研
修
会
（
忘
年
会
）

地
区
文
化
祭

八
乙
女
フェス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　（
中
止
）

役
員
会

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョン
大
会

部
会
員
交
流
会

役
員
会

八
乙
女
フェス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
　（
中
止
）

八
乙
女
フェス
テ
ィ
バ
ル

に
協
力（
中
止
）

地
区
体
育
祭
に
協
力

　
　
　
　
　
　（
中
止
）

廃
品
回
収

防
火
ク
ラ
ブ
合
同

一
日
研
修

地
区
文
化
祭
に
協
力

新
旧
合
同
役
員
会

三
世
代
交
流
の
集
い
に
協
力

地
区
新
年
の
集
い
に
協
力

役
員
会

研
修
会

学
習
会

役
員
会

定
期
総
会

役
員
会

地
区
文
化
祭

役
員
会

三
世
代
交
流
の
集
い

通　年

令和２年度 活 動 計 画

項　　目 令和元年度
決算額

令和2年度予算額
 交付金会計  一般会計  合　計 摘　　要

項　　目 令和元年度
決算額

令和2年度予算額
 交付金会計  一般会計  合　計 摘　　要

項　　目 令和元年度
決算額

令和2年度予算額 令和2年度
 交付金会計  一般会計  積立残高 摘　　要

住民自治推進費 
推 進 人 件 費 
施設維持管理費 
地域事業推進費
助 成 金 
負 担 金 
使 用 料 
貸 付 料 
事 業 共 催 金 
雑 入 
繰 越 金 
収 入 合 計 

地域づくり、生涯学習推進、社会福祉推進
人件費、労働保険料、部会長手当
交流センター維持管理費 
空き家対策、結婚活動、防災訓練
市道クリーンアップ事業 
会費、事業会費 
コピー機、除雪機使用料 
八乙女サロン会館貸付料 
 
利子等 

屋外照明修繕用 
コピー機等購入用 
会議室エアコン設置 
南山見郷土誌発行

 2,960,000  2,759,000  2,759,000
 4,114,560  4,114,560   4,114,560
 873,000  873,000   873,000
 ー　 40,000  40,000
 118,200   65,000  65,000
 1,616,500   1,492,500  1,492,500
 37,245   30,000  30,000
 17,400   17,500  17,500
 10,000   10,000  10,000
 66,787 10  14,894  14,904
 469,089   520,106  520,106
  7,786,570 2,150,000 9,936,570

 490,329   ー　  30,000   520,329 
 576,759   ー　   60,000   636,759 
 950,129   150,000  50,000   1,150,129 
 450,000   350,000  100,000   900,000 
 2,467,217   500,000   240,000   3,207,217 

防災訓練、女性防火クラブ助成金 
1戸当たり400円 
オードブル、酒等 
保険料、チェーン脱着 
樹木剪定、除草剤散布 
14町内会へ 

年3回発行
協議会総務費 
基金及び防災・施設積立金、郷土誌発行積立金 

成年部協力金、除草奉仕 
令和2年度は中止
花火、ジュース等 
出演者お礼、景品、花火等 
貸切バス代等 
競技用品、賞品等 
各種お礼、出品者粗品等 
競技用品、賞品 
図書カード 
コピー代、講師お礼 
各種材料代、お礼 
各種団体助成金、負担金
タイムカプセルオープン機械借り上げ等

交流センター維持費、屋外照明積立金、備品積立金

２年度への繰越金 

 3,469,245  1,797,810  1,189,500  2,987,310
 263,431  53,990  50,000  103,990
 130,000  65,000  65,000  130,000
 214,398  15,000  180,000  195,000
 27,700  23,000  5,000  28,000
 42,026  30,000  20,000  50,000
 735,880  724,000  ー　  724,000
 80,000  80,000  ー　  80,000
 130,000  50,000  50,000  100,000
 70,000 ー　  70,000  70,000
 5,000 ー　  5,000  5,000
 209,946  120,800  88,555  209,355
 910,864  136,020  505,945  641,965
 650,000  500,000  150,000  650,000
 1,096,808  596,500  383,000  979,500
 29,164  30,000  ー　  30,000
 13,695  ー　 ー　  ー　
 12,659  15,000  ー　  15,000
 198,688  140,000  50,000  190,000
 268,657  60,000  100,000  160,000
 153,699  40,000  80,000  120,000
 148,024  100,000  40,000  140,000
 25,958  15,000  20,000  35,000
 18,710  1,500  18,000  19,500
 7,360  10,000  5,000  15,000
 60,194  40,000  40,000  80,000
 160,000  130,000 30,000  160,000 
 ー　  15,000 ー　  15,000
 385,000  181,000  202,500  383,500
 3,291,648  4,114,560 ー　  4,114,560
 1,319,974  1,096,700  295,000  1,391,700
 200,000  ー　  ー　  ー　
 ー　 ー　  80,000  80,000
 520,106 ー　  ー　 ー　
   7,786,570  2,150,000  9,936,570

屋外照明積立金 
備 品 積 立 金 
防災・施設積立金・基金 
郷土誌発行積立金・基金 
合 　 計 

地 域 づ く り 費 
防 災 会 事 業 
市道クリーンアップ事業 
新年の集い事業 
除雪機貸出事業 
農 村 公 園 管 理 
町内会活動助成金 
防犯灯・ごみステーション設置補助 
忠魂碑維持会助成 
消防団南山見分団助成金 
南山見地区防犯組合助成 
会報「八乙女」発行事業 
地域づくり協議会総務費 
基 金 等 積 立 金 
生涯学習推進費 
環境美化活動事業 
チャレンジデー事業 
三世代ラジオ体操交流事業 
八乙女フェスティバル事業 
体力づくり事業 
地区体育祭事業 
地区八乙女文化祭事業 
ビーチボール大会事業 
成人祝い・入学祝い 
八乙女講座事業 
三世代交流の集い事業 
各種団体助成・負担金 
タイムカプセル事業
社会福祉推進費 
地域づくり推進人件費 
施設維持管理費 
事 務 局 準 備 費 
予 備 費 
繰 越 金 
支 出 合 計 10,282,781

10,282,781

　第127号　（6）令和 2年 6月25日発行 八　　　乙　　　女（7）　第127号 令和 2年 6月25日発行八　　　乙　　　女



い
な
み
ま
ち
プ
ロ 

審
議
報
告

　「
庁
舎
統
合
後
の
井
波
庁
舎
は
ど
う
な
る
の
か
」
の
結

論
は
ま
だ
出
て
い
ま
せ
ん
。
庁
舎
自
体
は
残
り
、
一
角

に
「
井
波
市
民
セ
ン
タ
ー
」
を
置
き
、
従
来
の
窓
口
業

務
を
五
名
ほ
ど
で
行
う
こ
と
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　「
井
波
の
今
後
を
ど
う
す
る
か
」
に
つ
い
て
「
ま
ち
づ

く
り
検
討
会
議
」
が
審
議
し
、
平
成
三
十
年
十
二
月
十

九
日
に
提
言
書
を
市
に
提
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
実
現

す
る
た
め
、
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
や
各
団
体
の
代
表

が
加
わ
っ
て
「
い
な
み
ま
ち
プ
ロ
」
が
発
足
し
、
令
和

元
年
六
月
十
日
か
ら
今
年
三
月
三
十
日
ま
で
に
八
回
の

会
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
紆
余
曲
折
が
あ
り
先
に
進
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
若

い
世
代
か
ら
の
発
言
か
ら
井
波
の
特
色
で
あ
る
「
職
人

文
化
」、「
も
の
づ
く
り
」
を
中
心
に
据
え
、「
井
波
に
来

て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ス
ク
ー

ル
事
業
」「
宿
泊
・
体
験
事
業
」「
交
流
促
進
事
業
」
な

ど
を
展
開
す
る
場
所
と
し
て
、
庁
舎
の
空
き
ス
ペ
ー
ス

を
活
用
す
る
方
向
性
で
進
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
会
議
は
開
催
で
き
ず
、

詳
細
ま
で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
民
説
明

会
も
開
け
な
い
状
況
で
す
が
、
終
息
す
れ
ば
南
山
見
で

も
説
明
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
も
市
民
か
ら
の
提
言
で
あ
り
、
市
に
執
行
権
が
あ

り
ま
す
が
、
も
う
少
し
検
討
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
　

南
山
見
地
域
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
部
会
長

　山
本
義
秀

　
令
和
二
年
に
な
っ
て
か

ら
、「
こ
れ
ま
で
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
出
来
事
」

が
次
々
と
起
こ
っ
て
い
ま

す
。
冬
場
は
異
常
気
象
で

積
雪
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、

学
校
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
ス
キ
ー
教
室
が
全
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、そ
ん
な
苦
境
の
中
「
と

や
ま
・
な
ん
と
国
体
」
は

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
か
ら
思
え
ば
、

奇
跡
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
し
て
、
三
月
か
ら
は

「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
す
。「
密

閉
、
密
集
、
密
接
」
の
三

密
を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
通
常
の
日
常
生
活

が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
よ
う
や
く
収
束

の
兆
し
が
見
え
て
き
た
よ

う
で
す
。
今
回
も
冬
場
と

同
様
に
、
何
か
奇
跡
が
起

こ
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

個
人
的
に
は
、
富
山
の
誇

り
大
関
朝
乃
山
が
、
今
年

中
に
一
気
に
横
綱
昇
進
を

決
め
る
快
挙
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
耐
え
忍
び
頑

張
っ
た
分
、
何
か
良
い
こ

と
が
起
こ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の

度
も
、
会
報
を
ご
愛
読
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 （
編
集
委
員
長
）

編
集
後
記

　
祖
父
が
鳶
職
と
し
て
働
い
て
間
も
な
く
、
こ
の
地
域
で
も
大

き
な
建
築
物
が
建
つ
よ
う
に
な
り
創
業
し
ま
し
た
。東
洋
紡
績
、

カ
ロ
リ
ナ
等
に
沢
山
の
職
人
さ
ん
が
要
る
よ
う
に
な
り
、
後
に

今
に
言
う
人
材
派
遣
的
な
仕
事
を
し
て
い
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
父
の
時
代
に
な
る
と
戦
後
復
興
が
始
ま
り
、
住
宅
等
の
建

替
え
が
数
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
住
宅
建
築

業
を
主
体
と
し
た
事
業
を
興
し
ま
し
た
。
事
業
の
特
徴
と
し
て

は
、
先
ず
は
鳶
職
人
に
よ
る
仕
事
で
す
。
今
で
は
レ
ッ
カ
ー
車

が
有
り
ま
す
が
、
当
時
は
全
て
人
力
で
の
住
宅
建
て
方
で
、
今

で
も
倉
庫
に
は
名
残
の
大
き
な
丸
太
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
当
時

は
色
々
な
と
こ
ろ
で
基
盤
整
備
が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
て
、
住

宅
等
の
移
設
も
数
多
く
有
り
ま
し
た
。
先
代
は
そ
こ
に
眼
を
つ

け
て
、
家
を
解
体
せ
ず
移
動
さ
せ
る
曳
家
と
い
う
仕
事
に
も
携

わ
り
ま
し
た
。
愛
着
の
あ
る
家
を
道
路
拡
張
に
よ
っ
て
解
体
せ
ず
残
せ
る
こ
と
は
当
時
と
し
て
は

大
変
喜
ば
れ
た
仕
事
で
あ
り
ま
し
た
。
家
の
主
柱
等
に
大
き
な
角
材
を
何
本
も
括
り
付
け
、
何
十

基
の
ジ
ャ
ッ
キ
を
セ
ッ
ト
し
て
嵩
上
げ
し
、
新
し
い
場
所
へ
と
ワ
イ
ヤ
ー
一
本
で
滑
車
を
何
個
も

使
い
移
動
さ
せ
て
行
き
ま
す
。
近
年
は
機
械
化
が
進
み
人
力
も
資
材
も
当
時
に
比
べ
て
格
段
の
進

化
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
曳
家
自
体
は
無
く
な
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
二
年
に
法
人
化
を
取
得
し
、
業
種
も
一
般
建
築
、
鳶
・
土
木
工
事
、
内
装
仕
上
げ
と

増
や
し
、
施
設
並
び
に
一
般
建
築
全
般
の
工
事

を
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
番
の
思

い
出
は
、
瑞
泉
寺
本
堂
の
嵩
上
げ
工
事
で
し
た
。

何
十
本
と
あ
る
大
き
な
柱
一
つ
一
つ
高
さ
調
節

し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
、
そ
の
後
本
堂
全
て

の
耐
圧
版
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
在
る
の
は
、
先
代
の
思
い
や
地
域
の
皆
様

の
お
陰
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
創
業
百
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
四
代
目
共
々
ご
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（三

代
目
　
久
恵
　
博
明
）

南
山
見
の
商
工
業
の
歴
史

南
山
見
の
商
工
業
の
歴
史

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

有
限
会
社

　久
恵
建
設

そ
の
３

　

そ
の
３

　

令和元年度　南山見交流センター利用状況

4
5
6
7
8
9
10
11
12
1
2
3
計

月
区分 利　用　場　所

会議室 体育館 大ホール 和　室調理室
研修室

人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数
人数

合　計

 144
54
85
48
14
34
58
117
53
53
97
114
871

141
173
169
242
379
412
250
357
113
66
185
128
2,615

 110
123
97
326
123
137
163
247
78
111
194
84

1,793

 6
41
23
16
5
20
52
88
16
11
50
44
372

 69
30
19
227
201
83
95
49
61
9
143
35

1,021

 470
421
393
859
722
686
618
858
321
250
669
405
6,672

市道クリーンアップ事業 ６月～８月末
環境美化　交流センター周辺清掃（成年部） ６月２１日（日）
第37回地区ビーチボール大会 ６月２８日（日） 中止
環境美化奉仕の日（老人クラブ） ７月１８日（土）
三世代交流ラジオ体操・ミニマラソンの集い 夏休み最初の日 中止
体力つくり・レクリェーション ８月 ２ 日（日） 中止
忠魂碑慰霊祭 ８月１５日 中止
第43回八乙女フェスティバル ８月１５日（土） 中止
タイムカプセルオープン ８月１５日（土） 11月へ延期
第29回南山見敬老の集い ９月１２日（土） 11月へ延期
社会奉仕の日（老人クラブ） ９月１９日（土）
第42回地区体育祭 ９月２７日（日） 中止

　過日（６／５）に４部会の部会長・副部会長
会議を開催して、新型コロナウイルス感染拡大
防止の観点から、当面の諸行事についての延期
や中止を以下のように話し合いました。

お知らせ

花
と
緑
に
包
ま
れ
て
！！

花
と
緑
に
包
ま
れ
て
！！
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